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義なものである．Webster's Ninth New Collegiate 
Dictionaryによると，「Occupation is an activity 

































































































































































3 .  結果


















































表 2 アンケート調査 
 
問 1 なぜ，作業療法は作業療法というのか 
（作業療法における作業の位置づけ） 
   ①対象にある→「作業障害（者）を治療の対象とする」から 
   ②目的にある→「作業を獲得するということを目的とする」から 
   ③手段にある→「作業を治療の手段に用いる」から 
   ④上記の「対象」と「目的」との両方の観点から 
   ⑤上記の「対象」と「手段」との両方の観点から 
   ⑥上記の「目的」と「手段」との両方の観点から 
   ⑦上記の「対象」と「目的」と「手段」の全ての観点から 
 
問 2 法定義は，問 1の観点で，どのようなイメージを抱かせるか 
（法定義が与える作業療法における作業の位置づけのイメージ） 
   ①対象にある→「作業障害（者）を治療の対象とする」から 
   ②目的にある→「作業を獲得するということを目的とする」から 
   ③手段にある→「作業を治療の手段に用いる」から 
   ④上記の「対象」と「目的」との両方の観点から 
   ⑤上記の「対象」と「手段」との両方の観点から 
   ⑥上記の「目的」と「手段」との両方の観点から 
   ⑦上記の「対象」と「目的」と「手段」の全ての観点から 
 
問 3 法定義は，作業療法の本質を表していると思うか 
①思う 
   ②思わない 
     ③どちらとも言えない 
 
問４ 法定義が好きか嫌いか その理由は 
①好き       （理由                 ） 
②嫌い       （理由                 ） 







表 3 問 1 の結果 
 
問 1 なぜ，作業療法は作業療法というのか 
（作業療法における作業の位置づけ） 
<新 2 年次>    <4 年次終了時> 
①対象にある       ：  0 名       0 名 
②目的にある       ：  1 名（ 2.5%）    1 名（ 2.6%） 
③手段にある       ： 11 名（27.5%）    3 名（ 7.7%） 
④対象と目的にある    ：  1 名（ 2.5%）    0 名 
⑤対象と手段にある    ：  3 名（ 7.5%）    1 名（ 2.6%） 
⑥目的と手段にある    ： 11 名（27.5%）    8 名（20.5%） 




























  表 4 問 2 の結果 
 
  問 2 法定義は，問 1 の観点で，どのようなイメージを抱かせるか 
     （法定義が与える作業療法のイメージ） 
<新 2 年次>     <4 年次終了時> 
①対象にある       ：  0 名       1 名（ 2.6%） 
②目的にある       ：  1 名（ 2.5%）    1 名（ 2.6%） 
③手段にある       ： 11 名（27.5%）   17 名（43.6%） 
④対象と目的にある    ：  3 名（ 7.5%）    2 名（ 5.1%） 
⑤対象と手段にある    ：  2 名（ 5.0%）    4 名（10.3%） 
⑥目的と手段にある    ：  8 名（20.0%）    8 名（20.5%） 


























  表 5 問 3 の結果 
 
  問 3 法定義は，作業療法の本質を表していると思うか 
<新 2 年次>   <4 年次終了時> 
①思う           ： 14 名（35.0%）   1 名（ 2.6%） 
②思わない          ：  3 名（ 7.5%）   15 名（38.5%） 































表 6 問 4 の結果 
 
問 4．法定義が好きか嫌いか その理由は 
 
<新 2 年次>               <4 年次終了時> 
①好き       ： 6 名（15.0%）              0 名 




②嫌い        ：  9 名（22.5%）              9 名（23.1%） 
その理由        言い方が荒い(3 名)        作業のイメージが偏る(9 名) 
簡単すぎる(2 名)         本質を表していない(2 名) 
分かりづらい(2 名)            言い方が荒い(1 名) 
作業のイメージが偏る(1 名)    
 
③どちらとも言えない：25 名（62.5%）             30 名（76.9%） 
その理由        分からない(11 名)             よい所も悪い所もある(8 名) 
深く考えたことがない(6 名)   自分のイメージと異なる(8 名) 
何かひっかかる(5 名)          分かりにくく誤解を招く(7 名) 
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Abstract
  The purpose of this study was to assess the necessity of discussions about the essence and legal definitions of 
occupational therapy. The author investigated the perceptions and awareness of occupational therapy students. 
40 students participated in a questionnaire survey at the beginning of the second year and once again before 
graduation. The questionnaire focused on personal perceptions of the essence of occupational therapy and of legal 
definitions of occupational therapy. Furthermore, survey items also included students' preferences concerning legal 
definitions and their views on its appropriateness. Answers from the two surveys were compared. Analysis of the 
survey revealed that over the 2 year period, perceptions of the essence of occupational therapy and the essence 
of occupational therapy in legal definitions, as well as attitudes towards the appropriateness of the legal definitions 
and preferences concerning legal definitions changed considerably. These results suggested the need for further 
discussion and research.
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